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1. はじめに
1.1．検討の全体像

差異解消
方法

適用領域
(個人，技術，
制度）

オブジェクト

オブジェクト
世界

表示法

オブジェクト
変化

基本概念 粒度，密度，属性
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1.2.やりたいこと

重要なことは唯一つ，必要な時に，必要な人
または人々が，必要な領域の必要な何かに，
ある方法で必要な変化を起こすということで
ある。

1．領域：世界の区分

2．何か：扱う対象の要素

その内の操作,変更できるもの

3．変化の方法

そのための形式理論

(C) Toshio Takahara 2008 
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1.3．方法のキー

この「領域」「何か」と「変化の方法」という三つの「あ
るもの」それぞれの適当な粒度の特別の型を見つ
けたい。この型とは，次のようなあるものの要素であ
る。1．型毎に「扱い」が異なり同じ型は同じ「扱い」
ができ，2．その少ない要素の組み合わせで，任意
のあるものが一意に再構成できる。

2.により，あらゆる領域のあらゆるものを扱う対象と

することができ，その対象に対してあらゆる変化の
型を適用でき，1.により，「あるもの」についての扱い

の統一化を可能にする。
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1.4/2.4.5./6.3  型の全体像

操作,変更すべきものと
操作と変換方法を特定

現実認識，
差異認識

目的の型: 新しい機能の追加，
問題解決，理想化 （プラスのもの大，

マイナスのもの小）

2.3 オブジェクト変化の型

2.4 オブジェクトの
操作と変換の型

目的と現状をオブジェクト
変化の型と関係付ける

解

2.1 オブジェクト世界の

型= オブジェクト

2.4.1 オブジェクト構造

2007年：一属性，一オブ

ジェクト以下，
2008年：二属性，二オブ

ジェクト以下
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2. オブジェクトとオブジェクト変化の型
2.1．オブジェクトの型と粒度，密度， 属性

オブジェクト世界の型がオブジェクト

オブジェクト＝認識可能なもの

１．もの (存在)：システムオブジェクト

２．「観念」 (存在):システムオブジェクト

21．物質的実体に担われた 個人または共同の観念内容

例：ドキュメント上の情報

22．私の観念

３．運動：プロセスオブジェクト

粒度＝空間的，時間的範囲

密度＝内部構造の細かさ，抽象の程度

(C) Toshio Takahara 2008 
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オブジェクトの属性
の三つの粒度

オブジェクトを具体
的に規定するものが
属性1

属性1＝（狭義の）属
性2＋内部構造

（狭義の）属性2＝
（さらに狭義の変わり
にくい）属性3＋（変わ
りやすい）状態

2.2. オブジェクトの構造

属性a

要素数

要素間の関係

要素

内部構造

オブジェクト

機能a
オブジェクトの外
部へ

属性b
属性ｎ

機能b
機能ｎ

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.3. 一属性，一オブジェクト以内の
オブジェクト変化の型

1．オブジェクトの生成，消滅，＊

2．属性の生成，消滅，＊

3．属性の変化

1) 属性の不変化（量および構造が変化しない），

2)  非質的変化（量または構造が変化するが質的

変化をもたらさない），

3)  質的変化

＊生成（誕生），消滅とは，オブジェクト世界への新しい登場，
退場

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.4. オブジェクトの操作と変換の型
2.4.1. オブジェクト変換の型1: 原理D

オブジェクト変換 原理D
オブジェクトの内部構造(要素，要素の数，

要素間の関係)の変更が，新しいオブジェクト

の生成や自身の消滅，オブジェクトの複数の
属性変更をもたらす。（質量転化の法則の拡
張）

属性２を変化させるのは原理U,P

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.4.2. オブジェクト変換の型2：原理U,P

オブジェクト 1 オブジェクト 2運動(プロセス
オブジェクト)

オブジェクト 1 オブジェクト 2運動(プロセス
オブジェクト)

オブジェクト変換原理 U：オブジェクト1とプロセスオブ

ジェクトがオブジェクト2の属性またはオブジェクト２自体を
変化させる。

オブジェクト変換原理 P：オブジェクト1とオブジェク

ト2がプロセスオブジェクトの属性または運動自体を変

化させる。

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.4.3. オブジェクト操作の型:操作A,R
オブジェクト操作A：既存の単独のオブジェクト,また
は“既存のオブジェクト1- プロセスオブジェクト- オブ
ジェクト2 モデル”におけるオブジェクトに働きかける。

オブジェクト操作R：単独のオブジェクトまたは“オブ
ジェクト1- プロセスオブジェクト- オブジェクト2 モデ
ル”において，新規，既存を問わず，現状を無視して，

任意にオブジェクトまたはその要素をオブジェクト世
界に持ち込み，取り去り，置き換える。

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.4.4. オブジェクト操作，変換の型と一属性，一オブ

ジェクト以内のオブジェクト変化の型の関係

操作 R:
オブジェクトを

持ち込み，持ち
出し，置き換え

操作 A:
既存のオ
ブジェクト
に操作

原理 D:
内部構造の
変更がオブ
ジェクトを変

える

原理 P:
オブジェクト1,
オブジェクト2
がプロセスオ
ブジェクトを変

える

原理 U:
オブジェクト1,
プロセスオブ
ジェクトがオブ
ジェクト2を変

える

オブジェ
ク ト の 1
属 性 変
化

オ ブ ジ ェ
クト数
変更: 
0－ 1, 
1－ 0

非質的に
変 更 さ れ
た属性

質的に変
更された
属性

削除，生
成された
オブジェ
クト

オブジェクト操作の型 オブジェクト変換方法の型
オブジェクト変化の型簡

易版

人

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.5.1. 表示方法1：額縁掛けの例で

人 が 持 っ て
いる額縁

人が額縁を
紐で釘に掛

ける

額縁と紐

人

水平に壁に掛かって
いる額縁，
回転トルク

釘

人 が 持 っ て
いる額縁

人が額縁を
紐で釘に掛

ける

水平に壁に掛かって
いる額縁，
回転トルク

人が額縁を
紐で釘に掛

ける

額縁と紐

人

（何が
何に）

（属性,状態変化）
どちらかまたは
両方

釘

質的変化
がない場
合

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.5.2. 表示方法2：燃焼の例で

燃焼前の状態 燃焼後の状態燃焼

１０g

炭素系可燃物質

酸素

灰

CO2

5g
燃焼

炭素系可燃物質

酸素

灰

CO2

燃焼

Xトン

人

CO2

Yトン活動

（何が何に） どちらかまたは
両方

（属性,状態変化）質的変化
があるまた
は置き換
えの場合

Ｘ

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.5.3. 表示例1：割れた窓ガラス

割 れ て い な い
窓ガラス

割 れ た 窓
ガラス

人が
ボールを

窓に投げる

窓ガラス

人

傷がついて
い な い ボ ー
ル

傷がつい
たボール

ボール

(C) Toshio Takahara 2008 
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2.5.4. 表示例：再び額縁掛けの例

人 が 持 っ
て い る 額
縁 水 平 に 掛

かっている
額縁

額縁と紐

傾いた
額縁

紐と釘の
摩擦B

額 縁と壁
の摩擦C

釘

壁

人

人が
触れる

額 縁 と 壁
の摩擦C－

A－(B＋C-)
＞０

釘 と 額 縁
重 心 の ず
れトルクA人が額縁

を紐で釘
に掛ける

額縁が
傾く

人

(C) Toshio Takahara 2008 
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3.1. 技術と制度

技術：人間と自然の間をもの（技術）が仲介

制度：人間と共同体の間を制度（共同観念）が仲介

共同観念を人とものが担う：交換制度 （例：言語，
貨幣）

共同観念を人が担う

共同主観（例：思想，哲学，宗教，道徳）

組織制度（例：国家，企業，家族）

社会制度（例：法律，政治，経済）

(C) Toshio Takahara 2008 
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3.2．制度の例：商品と貨幣の誕生

有 用
物人

交換可能性

有用性

交換価値

使用価値
有 用
物

商品

貨幣

有用性

人

人

物々交換
で，属性

追加

その後の
物々交換で，
属性が変容，

転換

商品と貨幣
にオブジェ
クト分割

原理Uによる

(C) Toshio Takahara 2008 
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3.3. 変化と矛盾

変化は次の集合体
目的を意識した変更（つまり差異解消），
目的を意識しない変更
人間が関与しない自律的変化

技術は目的と関係ない「もの」の運動法
則に従う
制度においては， 1.目的意識的でない
人間の行為が含まれていても，全体とし
て自律的ととらえる粒度での運動が，2.
目的実現の制度の運動法則に従う

(C) Toshio Takahara 2008 
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3.4. 技術と制度

技術
1. もの自体の運動には目的がない。2. 差異解消で因

果関係を利用して目的実現。矛盾の解決結果について
の知見を活かす
制度

1. 制度そのものが目的実現の運動。2. 無意識的行為
による変化を含み，目的の正しさの保証もないので，直
接の差異解消で因果関係を利用して目的を実現する行
為は一部。矛盾の解決結果についての知見を活かす

2.への対処：現在の行動，共同主観，変化の実現方法
を常に問い求め続け，これらの判断のための入力情報
を常に検証し続け，検証を求め続けなければならならず，
行動結果の検証をし続けなければならない。全ての粒度
が正しいか問い続けなければならない。

(C) Toshio Takahara 2008 
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4. オブジェクト変化の型とTRIZ
4.1.1 準備：二つの視点

変化の階層

A1. オブジェクト数の変化

A2. 属性数の変化

A3. 属性の変化

変化の手段

B1.  基本原理

B2.  矛盾解決

B3.  単純な属性変化

(C) Toshio Takahara 2008 
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「対立物」：一属性の二値，一オブジェクトの二属性，二オブジェクト
の二属性

A.矛盾の運動を可能にする形態をつくりだす型（「矛盾の運動を可
能にするような形態をつくりだす型）

形態１： 一つの属性の二つの値の分離できない両立が運動（変
化）を起こす。

形態X： （矛盾の運動を継続し，二属性は変化しない）
B. 矛盾の属性改善の型

形態2： 二つの属性（またはその変化傾向）の同時満足。通常の
TRIZの「技術的矛盾」の解決の一部。

形態3： 二つの属性の別の属性への変化，転換または属性の深
化，明確化
C. オブジェクト分割の型

形態4：オブジェクト分割

4.1.2. オブジェクト変化の型とTRIZ
準備：矛盾の解決の型

(C) Toshio Takahara 2008 
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A.矛盾の運動を可能にする形
態をつくりだす型

B. 矛盾の属性改
善の型

C. オブジェクト
分割型

4.1.3. オブジェクト変化の型とTRIZ
準備：矛盾の解決の型

(C) Toshio Takahara 2008 
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4.2.1  二属性，二オブジェクト以内のオブジェク
ト変化の型とTRIZ

1 オブジェクト, 1属性

0 オブジェクト, 0属性

1 オブジェクト, 2属性

2 オブジェクト, 2属性

オブジェクトの
生成，消滅

一属性の1. 非質的変化，2. 質的変化，

3. 「物理的矛盾」の処理（運動，分離）

属性の分割，追加，
消滅，併合

オブジェクトの分割，
消滅，併合

1. 二属性の質的変容，
2. 二つの属性の同時満足
（「技術的矛盾」の処理）

1. 二属性の質的変容，
2. 二つの属性の同時満足
（「技術的矛盾」の処理）

(C) Toshio Takahara 2008 
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4.2.2. 二属性，二オブジェクト以内の
オブジェクト変化の型とTRIZ  （前半）

『併合原理』，発明原理5322) 二つの属性が一つの属性に併合

『排除と再生原理』，発明原理3432) 二つの属性が一つの属性になる
321) 二つの属性のうち一つが消滅する

『分割原理』，発明原理1312)  内部構造変化で二つの属性に分割

『汎用性原理』，発明原理631) 一つの属性の二つの属性への分割
311)  今の使い方と異なる使い方を追加

3) 属性数の変
更：１から２へ，２
から１へ

一つの属性の質的変化の原理232) 別の属性への変化

『排除と再生原理』，発明原理3423) 属性の質的変化
231) 属性の消滅

属性の非質的変化の多くの原理22) 属性の非質的変化

―213) 一つの値を持ち変化しない

TRIZの「物理的矛盾」の分離原理
による分離。

212) 二つの値の両立が分離できる

TRIZの「物理的矛盾」21) 属性が変化しない
211) 二つの値の分離できない両立が運動

2) 一つの属性の
処理

『排除と再生原理』，発明原理3412) オブジェクトの消滅

『仲介原理』，発明原理2411) オブジェクトの生成1) オブジェクト数
の変更：０から１
へ，１から０へ

TRIZでの対処オブジェクトの変化の型

(C) Toshio Takahara 2008 
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4.2.3. 二属性，二オブジェクト以内の
オブジェクト変化の型とTRIZ  （後半）

4) 二つの属性の運動と同様6) 二つのオブジェ
クトの運動

『併合原理』，
発明原理５

522) 二つのオブジェクトから一つのオブ
ジェクトに併合

発展的解決または消滅的解決による矛盾の
，または矛盾でない運動の消滅

『排除と再生原理』，発明
原理34

52) オブジェクト数２から１へ
521) 二つのオブジェクトのうち一つが消

滅し一つのオブジェクトに

『分割原理』，
発明原理１

51) オブジェクト分割，オブジェクト数１から
２へ

5) オブジェクト数の
変化：１から２，
２から１

(二つの属性の質的変
化の原理：課題)

43) 属性の質的変化
別の属性への変化，転換，属性の深化

TRIZの「技術的矛盾」
の解決

42) 属性の非質的変化
二つの属性（またはその変化傾向）の同時
満足

―41) 属性が変化しない4) 二つの属性の運
動

(C) Toshio Takahara 2008 
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5.1. 現状の40の発明原理再整理1
青数字は数，黒数字は原理番号，３１，３２，３７は含まれない

[構造変化原理超群]

ｱ） 基本原理群5：分割原理1，併合原理5，汎用性原理6，仲
介原理24，排除（と再生）原理34

ｲ） ダイナミック原理群18：(3, 4, 6, 9, 10, 11, 13, 14, 15, 16, 17, 
18, 19, 20, 21, 23, 35, 40)

ｳ） 構造原理群7：(1, 2, 5, 7, 13, 24, 40)

ｴ） 置き換え原理群9：

要素の置き換え原理(26, 27, 28)，

環境の置き換え原理(29, 38, 39)，

属性変更置き換え原理(14, 30, 40)

(C) Toshio Takahara 2008 
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5.2. 現状の40の発明原理再整理2

[機能・属性変化原理超群]

ｵ） プラス原理群18：

基本プラス原理(1, 24, 35)

機能のプラス原理(6, 9, 10, 11, 15, 16, 17, 18, 19, 20, 21, 
23, 25, 36）

属性のプラス原理(17, 35, 40)

ｶ） マイナス原理群12：

基本マイナス原理(2, 5, 34, 35)

機能のマイナス原理(16)

置き換えのマイナス原理(26, 27, 28, 29, 30, 31, 33)

属性のマイナス原理(33, 35)

(C) Toshio Takahara 2008 
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5.3. 現状の40の発明原理再整理3

[機能・属性変化原理超群](続き)

ｷ) 等化原理群９：

問題解決等化原理(8, 11, 12, 34)

運動平準化原理(9, 10, 16, 23, 34)

属性等化原理(33)

ｸ） 「反」原理群8：

基本「反」原理(13)

機能の「反」原理(13)

属性の「反」原理(4, 13, 39)

機能の「反－反」原理(8, 9, 16, 34)

機能の意味の「反－反」原理(22）

(C) Toshio Takahara 2008 
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6.1. 結論

二属性，二オブジェクト以内のオブジェクト変化の型

TRIZとは，

属性の変化

「物理的矛盾」や「技術的矛盾」の解決

属性分割/ 併合

オブジェクト分割/ 併合，を要素として持つ全体過程

多少の改良を加えればTRIZを制度領域に適用するこ

とが可能

(C) Toshio Takahara 2008 
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6.2. 今後の課題

オブジェクトの内部構造が（狭義の）属性に与え
る影響， 特に制度の矛盾の構造

1.目的の型と現状からオブジェクト変化の型を特
定(4.1, 4.2のどこにいるのか），2.オブジェクト変
化の型から原理U,P（オブジェクトの属性を外から
変更），原理D（オブジェクトの内部構造を変更）
の選択と内容の特定。解を出すとはこの二つ

これにより制度分野での「発明原理」に相当する
ものの構築

(C) Toshio Takahara 2008 
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1.4/2.4.5./6.3  型の全体像

操作,変更すべきものと
操作と変換方法を特定

現実認識，
差異認識

目的の型: 新しい機能の追加，
問題解決，理想化 （プラスのもの大，

マイナスのもの小）

2.3 オブジェクト変化の型

2.4 オブジェクトの
操作と変換の型

目的と現状をオブジェクト
変化の型と関係付ける

解

2.1 オブジェクト世界の

型= オブジェクト

2.4.1 オブジェクト構造

(C) Toshio Takahara 2008 
『TRIZホームページ』 掲載 2009年7月 第4回日本TRIZシンポジウム 2008年9月10-12日、ラフォーレ琵琶湖     32


